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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
程　

 

11
月
19
日
（
土
）
午
後
４
時
30
分
〜
８
時

会
場　

 

ク
レ
オ
大
阪
中
央
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
四
天
王
寺
前

夕
陽
丘
」
駅
①
番
出
口
徒
歩
３
分
）

定
員　

 

20
人
（
先
着
順
・
要
申
込　

締
切
11
月
６
日
ま
で
）

講
師　

 

富
永 

千
嘉 

さ
ん
（
土
井
勝
の
料
理
教
室
等
で
活
躍
）

会
費　

２
千
円
（
材
料
代
・
缶
ビ
ー
ル
１
本
付
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

献
立　

チ
キ
ン
カ
レ
ー
・
ナ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
・
サ

ラ
ダ

第
４
回
男
の
料
理
教
室

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
午
前
10
時
〜
12
時

集
合　

南
海
本
線
「
七
道
」
駅
前

案
内
人　

堺
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

定
員　

20
人　
　

会
費　

無
料
（
昼
食
懇
親
会
は
実
費
）

コ
ー
ス　

堺
出
身
の
仏
教
学
者
、
河
口
慧
海
ゆ
か
り
の
地

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
０
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
導
対
策
と
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点

大
阪
市
南
部
地
区

日
時　

 

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
出
発
、
午
後

5
時
頃　

阪
神
な
ん
ば
線
「
福
駅
」
解
散

集
合　

地
下
鉄
千
日
前
線
「
桜
川
駅
」
東
改
札　

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

※
雨
天
決
行
、
約
６
㌔
歩
き
ま
す
の
で
軽
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
散
策
、
懇
親
会
で
参
加
者
同
士
親
睦
を
図
り
ま
す
。

会
費　

無
料
、
懇
親
会
は
実
費

幸
町（
浪
速
区
）か
ら
福
町（
西
淀
川
区
）ま
で
水
害
と

の
た
た
か
い
を
学
ぶ
歴
史
探
索

雇
用
講
習
会

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
Ｆ　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

情
報
化
社
会　

知
っ
て
い
ま
す
職
員
は　

備
え
が
大

切
、年
休
・
育
休
・
退
職
金
・
解
雇

日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
柴
正
悟
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

医
科
・
歯
科
連
携
―「
糖
尿
病
と
歯
周
病
」共
同
研
究

の
進
め
方（
仮
題
）

に
わ
た
っ
た
悩
み
や
疑
問
が

出
さ
れ
た
。
歯
科
医
師
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。　

　

ま
た
、「
誰
も
が
必
要
な

時
に
歯
科
に
受
診
で
き
る
よ

う
歯
科
の
先
生
に
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
私
も
健
康
で
楽

し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
口

腔
ケ
ア
頑
張
り
ま
す
」
な
ど

の
声
も
寄
せ
ら
れ
、「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
」
署
名
90

筆
の
協
力
を
得
た
。

　

出
務
者
は
、「
定
期
的
に

歯
科
に
通
院
し
、
関
心
が
高

い
人
の
受
診
が
多
か
っ
た
」

「
長
期
間
治
療
を
放
置
し
て

い
る
人
が
、
歯
科
受
診
の
必

要
性
を
認
識
さ
れ
た
。
気
軽

に
悩
み
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
は
大
切
だ
」
な
ど
の
感

想
を
述
べ
た
。

　

美
島
達
平
、
上
田
淳
二
両

氏
、
歯
科
衛
生
士
４
人
が
出

務
し
た
。
家
族
連
れ
や
お
年

寄
り
ら
、
１
１
５
人
が
受
診

し
、
開
始
時
か
ら
途
切
れ
る

こ
と
な
く
健
診
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

　

「
入
れ
歯
を

作
り
直
し
た
い

け
ど
、
年
金
生

活
で
お
金
の
心

配
が
あ
り
受
診

で
き
な
い
」

「
フ
ッ
素
入
り

歯
磨
剤
と
市
販

の
フ
ッ
素
剤
の

両
方
使
用
す
る

必
要
が
あ
る

か
」
な
ど
、
受

診
者
か
ら
多
岐

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
16

日
、
淀
川
区
・
野
中
南
公
園

で
開
か
れ
た
「
健
康
ま
つ
り

in
淀
川
」（
西
淀
川
・
淀
川

健
康
友
の
会
主
催
）
で
無
料

歯
科
健
診
に
取
り
組
ん
だ
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

ナ
ー
ル
、
ワ
ク
チ
ン
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
で
キ
ュ
ー
バ
で
は
、

ポ
リ
オ
、
マ
ラ
リ
ア
、
新
生

児
破
傷
風
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

脳
髄
膜
炎
、
流
行
性
耳
下
腺

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
格
安
で
石

油
の
提
供
を
受
け
る
互
恵
が

で
き
て
い
る
。

　

ハ
バ
ナ
近
郊
の
科
学
研
究

地
域
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
の

カ
ル
ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ラ
イ
研

究
所
を
訪
問
し
た
。
バ
イ
オ

炎
、
先
天
性
風
疹
、
麻

疹
、
百
日
咳
、
風
疹
が

過
去
の
疾
患
と
な
っ
て

い
る
。
予
防
を
医
療
の

最
優
位
に
位
置
づ
け
る

理
念
が
う
か
が
え
た
。

　

最
後
に
日
本
の
震
災

と
原
発
事
故
の
被
害
を

気
遣
い
、
今
年
の
原
水

禁
世
界
大
会
に
も
出
席

し
た
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
の

次
女
ア
レ
イ
ダ
・
ゲ
バ

ラ
さ
ん
と
懇
談
し
た
。

（
終
わ
り
）

（
口
腔
内
・
口
腔
外
）、
埋

伏
歯
の
抜
歯
（
上
下
埋
伏
智

歯
・
上
顎
正
中
埋
伏
過
剰

歯
）、
上
顎
洞
穿
孔
時
の
追

加
治
療
、
萌
出
困
難
歯
の
開

窓
術
、
補
綴
前
処
置
と
し
て

の
口
蓋
隆
起
・
下
顎
隆
起
の

切
除
、
小
帯
形
成
術
（
舌
小

帯
・
上
唇
小
帯
）
や
歯
牙
脱

臼
等
の
外
傷
に
対
す
る
処
置

・
手
術
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
症
例
に
つ
い
て
の
手
際
よ

い
手
順
、
配
慮
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

　

各
診
療
所
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
、
歯
科
小
手
術
に
つ
い
て

も
診
療
範
囲
に
含
め
、
守
備

範
囲
の
拡
大
を
図
り
、
受
診

率
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

③
現
在
の
術
式
が
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
の
判
断
：
術
式

の
転
換
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
判
断
、
④
確
実
な
縫
合
処

置
：
術
野
の
解
剖
・
組
織
学

的
特
徴
に
適
し
た
縫
合
針
・

縫
合
糸
の
選
択
、
⑤
術
中
止

血
困
難
・
後
出
血
時
へ
の
対

応
準
備
：
局
所
止
血
剤
・
止

血
用
の
線
副
子
・
セ
ル
ロ
イ

ド
床
の
応
用
、
な
ど
の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。
日
常
の
臨

床
で
よ
く
遭
遇
す
る
歯
科
小

手
術
と
し
て
は
膿
瘍
切
開

行
為
で
あ
り
、
術
中
の
不
快

症
状
の
出
現
、
単
純
抜
歯
の

予
定
が
予
想
外
の
難
抜
歯
術

と
な
っ
た
り
、
術
中
止
血
困

難
や
後
出
血
を
続
発
し
追
加

治
療
が
必
要
と
な
る
等
の
症

例
も
し
ば
し
ば
経
験
す
る
。

　

確
実
に
手
際
よ
く
歯
科
小

手
術
を
行
う
た
め
に
は
、
①

確
実
な
局
所
麻
酔
：
手
術
時

間
を
想
定
し
浸
潤
麻
酔
単
独

あ
る
い
は
伝
達
麻
酔
併
用
を

選
択
す
る
、
②
安
全
で
確
実

な
術
野
・
視
野
の
確
保
：
術

野
の
確
保
に
は
デ
ン
タ
ル
ミ

ラ
ー
や
粘
膜
剥
離
子
だ
け
で

は
な
く
筋
鉤
を
用
い
て
十
分

な
視
野
の
確
保
に
努
め
る
、

　

歯
科
治
療
の
特
殊
性
と
し

て
、
患
者
自
身
が
直
視
で
き

な
い
部
分
が
術
野
で
あ
り
、

疼
痛
を
伴
う
こ
と
が
多
く

（
特
に
歯
髄
由
来
の
疼
痛
は

強
く
）、局
所
麻
酔
を
必
要
と

す
る
事
例
が
多
い
こ
と
。
ま

た
、
顎
口
腔
領
域
に
は
口
腔

内
常
在
菌
が
存
在
し
、
血
流

が
豊
富
な
場
所
が
術
野
で
あ

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
日

常
歯
科
臨
床
に
お
い
て
観
血

的
治
療
で
あ
る
歯
科
手
術
に

つ
い
て
は
、
敬
遠
さ
れ
て
い

る
開
業
医
の
先
生
が
少
な
か

ら
ず
、
お
ら
れ
る
の
で
は
と

推
察
す
る
。
歯
科
小
手
術
は

確
か
に
リ
ス
ク
を
伴
う
診
療

　

最
終
回
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
医
科
大
学
と
カ
ル
ロ
ス
・

フ
ィ
ン
ラ
イ
研
究
所
の
視
察

と
懇
談
を
報
告
す
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
の
医
療
制
度
の

特
徴
は
、
す
べ
て
の
自
国
民

に
無
料
の
医
療
の
提
供
と
同

時
に
国
際
的
な
医
師
養
成
と

医
療
活
動
で
あ
る
。

　

訪
問
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
医
科
大
学
で
教
育
副
学
長

の
マ
リ
サ
博
士
と
科
学
教
育

長
ダ
ル
ニ
ス
博
士
と
懇
談
し

た
。

　

こ
の
医
科
大
学
は
１
９
９

９
年
に
医
療
難
民
の
多
い
国

の
医
師
を
キ
ュ
ー
バ
で
育
て

よ
う
と
カ
ス
ト
ロ
の
提
案
で

設
立
さ
れ
た
。
主
に
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
留
学
生
が
１
万
９
０
０
０

人
に
達
し
た
。
授
業
料
と
生

活
費
は
無
償
で
あ
る
。
医
師

に
な
り
た
く
て
も
な
れ
な
い

ア
メ
リ
カ
の
黒
人
の
学
生
も

い
る
。
彼
ら
は
全
員
医
師
に

な
れ
ば
母
国
に
帰
り
、
地
域

医
療
に
貢
献
す
る
。

　

一
方
、
キ
ュ
ー
バ
の
医
療

関
係
者
は
海
外
で
の
医
療
活

動
に
活
躍
し
、
現
在
４
万
人

以
上
が
68
カ
国
で
従
事
し
て

い
る
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
災
害

時
の
医
療
活
動
に
よ
っ
て
、

日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員
１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
北
部
地
区

歯
科
健
診
で
署
名
訴
え

〝
お
金
が
心
配
で
受
診
で
き
な
い
〞

次々に訪れる市民を健診する美島氏
＝16日、大阪市淀川区　　　　　　

チェ・ゲバラの次女アレイダさん（中央右）を囲んで

11月生涯
研修抄録
「
開
業
医
に
で
き
る
歯
科
小
手
術
」

美
馬　

孝
至
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院

歯
科
口
腔
外
科　

部
長　

）

「おおさか医科・歯科九条の会」秋の平和講演会

2020年までに核兵器廃絶を！
平和市長会議と市民の役割

　核兵器廃絶に賛同する世界151カ国・4803都市の市長らでつくる「平和
市長会議」は、2003年秋より20年までの核兵器廃絶を目指す行動指針
「2020ビジョン（核兵器廃絶のための緊急行動）」を策定し、市民、NGO
等との連携を図りながら、核兵器廃絶に向けた取り組みを世界的に展開し
ている。被爆地広島の市長として核兵器廃絶を世界にアピールしてきた秋
葉前広島市長がその展望と自身の思いを語る。
日　時　11月23日（水・祝）　午後２時～４時
会　場　Ｍ＆Ｄホール　参加費　無料
講　演　前広島市長・広島大学学長室特任教授　秋葉忠利氏
申し込み　協会事務局06-6568-0564

国際的医師養成と医療活動
４万人超、68カ国で従事

革命50年の足跡④革命50年の足跡④

山上紘志（堺市）


